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1. はじめに 

撮影した自然風景や町の景観の画像に，意図せず

写り込んでしまった人物や車などを削除する場合，従来

のツールでは，必ず人間が手作業で対象となる物体の

範囲を指定する必要があった．そのため，著者らの研

究室では，深層神経回路網技術に基づいたインスタン

スセグメンテーション技術とインペインティング技術を利

用して，自動で画像内の削除対象となる物体の領域を

認識し，削除するツールを試作してきた[1]．しかし，そ

の性能には改善の余地があった．そのため，本稿では，

より高性能に物体削除ができるように，試作ツール[1]を

改良した．また，このように改良した試作ツールを用い

て，実際に SNSに投稿された画像を用いて適用実験を

実施した．  

2. 試作ツールの改良 

試作ツール[1]では，削除した物体の影が残ってしま

う場合もあった．そのため，本稿では，影領域検出技術

[2]を導入し，削除対象となる物体の影を自動で判定し，

削除できる機能を追加した．そして，インペインティング

技術についても，従来利用していた技術であるDeepFill 

v2[3]に加え，それよりも性能が高いことが示されている

Hypergraph Inpainting[4]とMADF[5]を導入し，それらを

選択し，処理できるようにした．図 1は，フリー画像サイト

から得た画像例に対する改良後のツールでの実行結

果例を表している．図示されるように，人物だけでなく，

その影も消去されていることが確認できる． 

3. SNS 投稿画像への適用実験 

本適用実験では，まず，著者の知人などのインスタグ

ラムに投稿された 18 枚の対象画像を準備した．この 18

枚の対象画像を，改良後の試作ツールで， 前述の 3

つのインペインティング技術で処理し，計 54 枚の出力

画像を生成した．ただし，対象画像毎に削除対象を決

め，その影も含めて削除対象とした．その他のツールの

設定は，デフォルト値での設定を用いた．その後，

Googleフォームの機能を利用して，18歳以上の男女28

人に出力画像の自然さを 5段階で評価してもらった．た

だし，設問はランダムに並べるよう設定した．図 2 には，

その結果から得られた得点分布を示している．この図に

も示されるように，本適用実験では，DeepFill v2，

Hypergraph Inpainting，MADF の順に，自然な出力画

像が得られている傾向にあることが確認された． 

  

(a) 元画像 (b) MADFによる出力画像例 

図 1 改良後ツールでの実行結果例 

  

(a) DeepFill v2 (b) Hypergraph Inpainting 

 

(c) MADF 

図 2 各インペインティンティング技術での得点分布 

（横軸：得点，縦軸：度数） 

4. 今後の課題  

今後は，本適用実験の結果を詳細に分析し，改善点

を見出して，それを基に，更に高性能なツールへの改

良を進める． 
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